
」ばA 一般社団法人

日本遠隔医療学会

令和7年 2月吉日

関係諸団体各位
一般社団法人日本遠隔医療学

会長 近藤 博

クリニック、小規模な医療・ 事業所のサイバーセキュリティ

「医療 DX第 1回研修会」開催のご案内

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より日本遠I扇医療学会の活動にご協力を賜り、厚<お礼申し上げます。

現在、医療や介護の世界でも情報通信機器やクラウ ドによる電子カルテや診療情連携、

オンライン診療、請求業務などの ICTが業務に跡須となる時代です。一んで情報通信

機器や ICTに詳しい人材が不足し、製品やサービスに携わるベンダー企業の現場への

理解も不足し、サイバー犯罪や事故も他人事ではありません。

医療 DXの時代の基本を学応ヽ場として、私たち日本遠隔医療学会は、医療 DX第 1回

研修会を開催します。基本矢□識の第一歩として、学会員や研究者に留まらず、広く全て

の医療介護関係者、行政職員や企業職員にサイバーセキユリテイを学ぶ場を提供します。

そのご案内として、研修会案内のリーフレットをお送りします。関連各所へのリーフ

レットの配布及び、下記研4多案内の URLを関連のホームページにご掲載頂きたくお願

い申し上げます。

諸般の事情により、開催直前のご案内となり深くお詫び申し上げますが、多くの皆様

にご参加いただけますと幸いです。

敬具

サイバーセキユリテイ 医療 D× 第 1回研修会

URL httpsi//teiemed―telecare.j【 )/?page_id=1552

以上

己一〓
ロ

株式会社 mar(クラール)

〒371-O013前橋市西片興町 4-23-4
TEL 027-260-9525
FAX.027-260-9322

一般社団法人 日本遠隔医療学会事務局

〒370-O033高崎市中大類町 371
高崎健康福祉大学健康福祉学部医療情報学科内

TEL。・ FAX,027-350-7475

研修会専用間合せ窓□ E―man seminars⑧ telemed― telecare.jp

運営事務局主催
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14:00～16:00

全国家電会館 現地ぉょびWEB開 催 ＼(東京都文京区)
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●診療所など小規模医療機関、介護事業所の皆さん

0パソコンやネットサービスの企業の皆さん

。医療や介護に係わる行政職員の皆さん

※参加のための資格制限はありま世ん。

パソヨンやサイバーセキョリティの知言説がない方のための研4多 です患■
日本遠隔医療学会の会員に限りませムプ。どなたでも参加できます。i・

目現地参カロ:7,000円  WEB参 加 :5

現地参方日:6,000円 WEB参 カロ:4

日本遠隔医療学会会員がお勤めの施設に所属

学会員と同額でこ参力回いただけます。

目
鰻巫睡麺蔭対00名

・一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

!500名

機
氏

レ

一・・・
・一
・・一
・・
一
一一

“
一

．
一． 一

．
． 一

一一
一一一
一一一
一一一
一一
一

一一

一　一
一　
一一　
一一
一．

．≡
≡≡　
「　

．「　　　
．一
一
・・　
・・　一．

．　
．　
．一　
．

※先着順となります。

2025年 2月 17日 (月 )9100～ 3月 21日 (金 )17100

③ https:〃telemed― telecarejp/?pageゴ d=1552

主催
運 営
事務局

一般社団法人 日本遠隔医療学会 株式会社 klar(クラール)

〒37■0013 群馬県前橋市西片員町4-23‐ 4

奮 027-260‐ 9525  張】027‐260‐ 9322
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オリエンテーシヨン (40分 )

オンライン診療の実践施設の取り組み (20分 )

少し詳しいサイパーセキュリテイ入門 (50分 )

プログラム

参加申込

韓 k =医療と介護の世界の医療 DXを推進します=
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の時代の割来

電子カルテや介護システムの情報共有、医事や介護の報酬業務、オンライン診療、マイナンパーカード
の活用など、医療や介護の情報の通信や共有・連携が進む、デジタルの時代となりました。

安全な情報の通信や共有を保つのがデジタル化の根幹、それがサイパーセキュリティです。サイパー
犯罪者が安全を脅かす不安な時代ですが、適切な知恵により、悪者や仲間や自分を守ることができ
ます。

企業の製品やサービス、講習会や専門的講演は、特定技術を矢[lる には十分です。しかし、サイパーセ
キュリティのための総合的矢日識を備えてこそ製品やサービスや専門技術を活かせるのです。

本会は30年前からオンライン診療、チームや施設間の診療情報共有や連携を研究し、技術や制度や
政策を考え、規制緩和を支えました。特定の技術や製品にとどまらず、幅広い矢日識と経験でデジタル
時代に備えてきた学会です。本会は蓄積した総合的矢[l識をもとに、医療介護の現場や企業、行政のみ
なさんの新時代の活動を先導します。

一部専門家の研究だけでは世界は発展しません。本会会員でない多くのみなさんが受講して、医療
や介護のデジタルの社会で活躍することが、本会の願いでもあります。会員資格の有無に関係なく、
幅広い方々のこ参加を期待しております。

段階的に矢日識を学び、変化する最新状況を捉えるため、◆後継続的に研修会を開催します。◆回は
多くの皆さんのための入門の機会です。持続的な広範な矢日識の啓発活動には費用が掛かりますので、
有償開催をこ理解ください。営利目的ではありません。また広告宣伝のための無償の研修とは大き
く異なります

一般社回法人日本還隔医療学会 httぃ加demedidecarelげ

サイパーセキュリティは醒 日Xの第一歩

製品、サービス、語習会で得られぬ総合的知識が必要

日本還隔医療学会は新時代の先導役

本会会員だIナでない、多くの人々のための研修

長期に継続する研修の第 1回
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